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えとす（Ethos）とは、文化や習慣を意味し、豊
かな精神をはぐくみ、平和を希望する言葉で
す。  題字：栢木寛照
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★
東
海
道
53
次
の
起
点
、
お
江
戸
日
本

橋
は
、
浮
世
絵
で
見
る
と
、
な
か
な
か

情
緒
の
あ
る
橋
で
あ
る
。
今
の
日
本

橋
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
橋
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
は
、
ど
こ
も
か
し

こ
も
、
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
景
観
で
あ
る
。
★
現
在
、

日
本
橋
の
上
を
首
都
高
速
道
路
が
走
っ
て
お
り
、
橋

ら
し
い
雰
囲
気
は
少
し
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
首
都

高
速
を
地
下
化
し
て
、
空
を
見
上
げ
る
橋
に
し
て
、

以
前
の
景
観
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
試
み
は
過
去

に
度
々
な
さ
れ
た
。
余
り
に
も
膨
大
な
費
用
が
か
か

る
た
め
に
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。
★
最
近
ま
た

こ
の
話
が
蒸
し
返
さ
れ
て
き
て
い
る
。
研
究
会
の
試

算
で
は
3200
億
円
超
の
費
用
が
必
要
と
の
事
。
費
用
は

首
都
高
速
道
路
㈱
、
東
京
都
、
中
央
区
、
周
辺
の
開

発
事
業
者
が
応
分
の
負
担
を
す
る
そ
う
で
あ
る
が
、

橋
の
景
観
を
取
り
戻
す
の
に
多
額
の
経
費
を
使
う

こ
と
に
賛
否
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
★
東
京
都
は

財
政
が
極
め
て
豊
か
で
、
財
政
基
金
を
1
兆
円
以

上
積
み
立
て
て
い
る
。
3
〜
4
千
億
円
の
支
出
な

ど
大
し
た
金
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

財
政
状
況
が
極
め
て
厳
し
い
地
方
自
治
体
か
ら
は
、

い
く
ら
東
京
が
富
裕
団
体
と
は
い
え
、
橋
と
周
辺

の
景
観
を
取
り
戻
す
の
に
、
そ
れ
は
行
き
す
ぎ
た

金
の
使
い
方
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

い
る
。
★
国
も
地
方
も
金
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
。

京
都
市
で
は
、
市
内
の
老
朽
化
し
た
橋
の
改
修
に
、

平
成
33
年
度
ま
で
に
約
250
億
円
必
要
だ
が
、
財
源
が

な
く
困
っ
て
い
る
。
東
京
だ
け
が
一
人
勝
ち
す
る
の

は
お
か
し
い
。
東
京
に
集
ま
る
税
収
を
地
方
に
分
配

出
来
る
よ
う
な
税
制
に
す
る
べ
き
と
い
う
圧
力
は

さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
そ
う
で
あ
る
。
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マクロン大統領と共同記者発表（出典：首相官邸ホームページ）

論
議
呼
ぶ
出
入
国
管
理
法
の
改
正

安倍首相消費税増税を決断
首相憲法改正に強い意欲

安倍首相消費税増税を決断
首相憲法改正に強い意欲

恒 心

総
裁
選
挙
後
も
安
倍
首
相
は
席
を
温
め
る
い
と
ま
も
な
く
、
国
内
外
に
東

奔
西
走
の
毎
日
で
あ
る
。
臨
時
国
会
は
24
日
に
召
集
さ
れ
、
12
月
10
日
ま
で

の
会
期
と
な
る
。
今
国
会
は
、
地
震
、
豪
雨
、
台
風
に
よ
っ
て
多
く
の
被
害

を
受
け
た
被
災
地
の
復
旧
、
復
興
予
算
、
加
え
て
夏
の
異
常
な
対
策
と
し

て
、
小
、
中
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
予
算
な
ど
、
総
額

9150
億
円
の
第
一
次
補
正
予
算
案
の
早
期
成
立
。
更
に
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
拡
大
を
図
る
出
入
国
管
理
法
の
改
正
案
が
上
程
さ
れ
る
。
憲
法
改
正
を

目
指
す
憲
法
論
議
な
ど
は
、
政
府
の
思
惑
通
り
に
は
、
審
議
が
進
ま
な
い
か

も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
野
党
は
消
費
税
増
税
阻
止
の
動
き
を
見
せ
て
お
り
、

引
き
続
き
森
友
、
加
計
問
題
を
追
及
す
る
構
え
で
あ
り
、
混
乱
が
予
想
さ
れ

る
。
政
府
・
与
党
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
来
年

は
統
一
地
方
選
挙
、
参
議
院
議
員
選
挙
が
控
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
選
挙
を

考
え
れ
ば
、
謙
虚
で
、
丁
寧
な
国
会
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
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第4次安倍改造内閣スタート
安藤、田中両氏が大臣政務官に就任

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「え
とす」の発行をはじめ、二ノ湯さとし
の政治活動をご支援いただける会員
を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主

張にご賛同いただき、ご入会下さいま
すようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

第
4
次
安
倍
改
造
内
閣
に
お
き
ま
し
て
、
内
閣
府
大
臣
政
務
官

兼
復
興
大
臣
政
務
官
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
内
閣
府
と
い
う
役
所

は
大
変
職
務
が
幅
広
く
、「
ど
ん
な
仕
事
？
」
と
言
わ
れ
て
も
一

言
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
職
務
は
、
わ
か
り
や

す
い
と
こ
ろ
で
は
少
子
化
対
策
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等

で
す
が
、
拉
致
問
題
、
領
土
問
題
、
沖
縄
基
地
負
担
軽
減
、
さ
ら

に
は
宇
宙
政
策
、
海
洋
政
策
等
も
あ
り
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

飛
び
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
復
興
庁
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
向
け
て
設
置
さ
れ
た
役
所
で
す
。
私
は
特
に
岩
手
県
の
担

当
と
な
り
、
先
日
も
岩
手
県
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
京
都

に
い
る
と
わ
か
り
に
く
い
で
す
が
、
被
災
地
で
は
未
だ
以
前
の
暮

ら
し
を
取
り
戻
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
現
状
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
現
内
閣
の
基
本
方
針
の
第
1
は
、「
復
興
・
国
土
強
靭
化
」、

第
2
に
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
」
で
す
。
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
る

よ
う
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
度
第
4
次
安
倍
改
造
内
閣
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
政
策
は

じ
め
様
々
な
取
り
組
み
に
さ
ら
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
度
の
役
職
は
、
永
年
に
わ
た
り
ご
指
導
ご
支
援
を
頂
い

て
き
た
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

近
年
は
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
復
旧
・
復
興
に
全
力
を

傾
け
る
と
同
時
に
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
災
害
に

強
い
し
な
や
か
な
国
土
・
ふ
る
さ
と
を
築
き
、
守
り
、
繋
い
で
い

く
た
め
に
、
今
あ
る
財
源
を
価
値
あ
る
形
で
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
新
た
な
財
源
を
い
か
に
考
え
作
る
の
か
と
い
う
議
論
も

活
発
に
し
な
が
ら
、
国
土
強
靭
化
、
す
な
わ
ち
子
供
達
の
世
代
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
国
土
、
ふ
る
さ
と
の
バ
ト
ン
を
繋
い

で
行
く
事
を
大
き
な
目
標
と
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自民党総裁選挙後、内閣改造が行われ、大臣、副大臣、政務官の政務3役の顔ぶれが揃った。政治家にとって、
人事は最大の関心事である。毎回、改造人事では笑う人、泣く人があり、まさに悲喜こもごもである。特に当選3
〜 4回の政治家は選挙区の支援者の期待もあり、政府の要職に就任したい気持も大きい。京都の衆議院議員は1区
の伊吹代議士以外は、若手の代議士ばかりであるが、政務官の適齢期の国会議員がいた。今回の改造で4区の田中
英之衆議院議員が国土交通大臣政務官、6区の安藤裕衆議院議員は内閣府大臣政務官及び復興大臣政務官に就任し
た。田中、安藤両氏とも当選3回、今や脂の乗ってきた政治家である。地元京都ばかりでなく、広く国政全般にわたっ
て活躍し、大臣政務官をステップに、政治家として大きく成長してもらいたい

安藤裕内閣府・復興大臣政務官田中英之国土交通大臣政務官

自民党京都府連
「政経文化懇談会」のご案内

TEL075-315-2228
FAX075-315-2310

☆お問合せ、お申し込みは二ノ湯さとし事務所まで

先の京都府知事選では、皆様方から多大な
るご支持を頂きまして、ここに改めて感謝申し
上げます。自民党京都府連では、府民の皆様
方に信頼していただける施策を講じてまいり
ます。国是である東京一極集中の是正、国土
の均衡ある発展に、京都が全国に範を示し、
京都創生をはかって参ります。この度、京都府
連では、恒例の「政経文化懇談会」を開催致
します。誠に恐縮ですが、是非ともご協力下さ
いますようお願い申し上げます。

◆日時　平成30年12月1日（土）
　　■午後1時から　時局講演会
　　　　　講師　外交ジャーナリスト

　　　　　　手嶋龍一先生
　　■午後2時30分から
　　　　　　　　　懇親パーティー

◆場所　国立京都国際会館
　　　　　（京都市左京区宝ヶ池）

◆会費　3万円
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自
民
党
役
員
人
事
が
決
定

二
ノ
湯
議
員
政
調
会
長
代
理

与
党
政
策
責
任
者
会
議
委
員








































4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

自
民
党
府
連

　
第
2
次
公
認
候
補
者
を
決
定

府
議
会
3
名
、
京
都
市
会
2
名

府
議
会
の
定
数
増
成
ら
ず

精
華
町
の
分
区
、
地
元
自
治
体
が
反
対

岸田政調会長と会長代理のメンバー

山
本
町
長
激
戦
の
中
、
残
念
な
結
果

根
強
い
大
山
崎
の
共
産
党

内
閣
改
造
と
同
時
に
党
役
員
の
人
事
が
行
わ

れ
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、
自
民
党
政
調
会

長
代
理
、
参
議
院
自
民
党
政
審
会
長
代
理
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
自
民
・
公
明

政
調
会
長
及
び
両
党
政
調
会
長
代
理
で
構
成
さ

れ
る
与
党
政
策
責
任
者
会
議
が
あ
り
、
二
ノ
湯

議
員
は
そ
の
委
員
に
も
選
任
さ
れ
た
。

政
調
審
議
会

与
党
政
策
責
任
者
会
議

政
調
審
議
会
は
政
務
調
査
会
長
、
会
長
代

理
、
副
会
長
で
構
成
さ
れ
、
政
調
各
部
会
等
で

了
承
さ
れ
た
政
策
案
に
つ
い
て
審
議
、
決
定
す

る
た
め
に
政
務
調
査
会
が
置
か
れ
て
い
る
。
各

部
会
の
政
策
案
を
、
政
務
調
査
会
と
し
て
決
定

す
る
た
め
に
は
、
政
調
審
議
会
の
審
議
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
行
の
京
都
府
議
会
の
定
数
60
名
に
1
名
プ

ラ
ス
し
て
、
61
名
と
し
て
、
人
口
増
の
著
し
い

「
木
津
川
市
・
相
楽
郡
」
に
割
り
振
り
、
精
華
町

を
分
区
し
て
、
定
数
1
名
の
単
独
選
挙
区
を
創

設
す
る
案
が
地
元
自
治
体
、
議
会
の
強
い
反
対

を
受
け
、
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

木
津
川
市
・
相
楽
郡
の
人
口
は
、
11
万
7
千
、一

方
府
下
の
舞
鶴
市
は
8
万
3
千
、
福
知
山
市
は

与
党
政
策
責
任
者
会
議
は
、
自
民
・
公
明
政

調
会
長
及
び
両
党
政
調
会
長
代
理
で
構
成
さ

れ
、
自
民
・
公
明
両
党
で
党
内
手
続
き
の
完
了

し
た
政
策
案
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
審
査
を
行

い
、
両
党
の
意
思
統
一
を
は
か
る
。
二
ノ
湯
議

員
は
、
今
回
初
め
て
の
役
職
で
あ
り
、
多
く
の

法
案
審
査
が
あ
り
、
勉
強
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
週
の
内
、
2
〜
3
日
は
拘
束
さ
れ
、
忙

し
い
1
年
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

7
万
8
千
で
、
明
ら
か
な
逆
転
現
象
で
あ
る
。

京
都
市
内
の
中
で
も
中
京
区
、
南
区
は
木
津
川

市
・
相
楽
郡
よ
り
も
人
口
が
少
な
い
が
、
人
口

数
だ
け
で
定
数
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

色
々
な
議
論
が
あ
る
。
面
積
、
行
政
需
要
、
地

元
の
歴
史
的
な
事
情
な
ど
も
十
分
に
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
易
な
定
数
の
決
め
方
は
、

将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
。
京
丹
後
市
な
ど

は
い
い
例
で
あ
る
。
今
回
の
定
数
見
直
し
の
見

送
り
か
ら
、
選
挙
区
の
区
割
り
、
定
数
是
正
が

い
か
に
難
し
い
か
が
、改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

自
民
党
京
都
府
連
で
は
、
10
月
14
日
開
い
た

選
挙
対
策
常
任
委
員
会
で
、
平
成
31
年
4
月
7

日
に
実
施
予
定
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
け
る
京

都
府
議
会
議
員
及
び
京
都
市
会
議
員
選
挙
の
第

2
次
公
認
候
補
者
を
決
定
し
た
。
今
後
決
定
す

る
残
り
の
候
補
者
は
、
府
議
会
で
5
名
、
市
会

は
1
名
で
、
出
来
る
だ
け
早
く
第
3
次
公
認
候

補
者
を
決
定
し
、
全
員
当
選
を
目
指
し
、
参
議

院
選
挙
に
繋
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
月
16
日
告
示
、
21
日
投
開
票
の
大
山
崎
町

長
選
挙
は
、
自
民
党
、
公
明
党
、
立
憲
民
主

党
、
国
民
民
主
党
が
推
薦
す
る
現
職
の
山
本
圭

一
氏
、
無
所
属
の
前
川
光
氏
の
一
騎
打
ち
と

な
っ
た
。
前
川
氏
は
無
所
属
と
は
い
え
、
元
来

保
守
系
の
人
、
町
会
議
長
の
経
験
も
あ
り
、
共

産
党
が
事
実
上
支
援
し
て
い
た
。
大
山
崎
町
は

日
本
一
共
産
党
の
強
い
町
と
言
わ
れ
て
お
り
、

現
職
と
は
い
え
、
決
し
て
油
断
で
き
な
い
厳
し

い
選
挙
戦
が
予
想
さ
れ
た
。
山
本
氏
は
過
去
4

年
間
の
実
績
を
強
調
、
町
長
選
挙
と
同
時
に
行

わ
れ
て
い
た
町
会
議
員
選
挙
の
候
補
者
と
連
携

し
て
順
調
な
戦
い
を
進
め
た
と
思
わ
れ
た
が
、

前
川
氏
が
保
守
層
に
も
食
い
込
み
、
同
時
に
共

産
支
持
層
の
支
持
を
得
て
、
137
票
の
差
で
勝
利

し
た
。
な
お
町
会
議
員
選
挙
で
は
自
民
党
推
薦

の
候
補
者
は
全
員
が
当
選
し
た
。

府
議
会
、
京
都
市
会
議
員
の
選
挙
か
ら
2
週

間
後
の
平
成
31
年
4
月
21
日
、
第
2
次
統
一
地

方
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
自
民
党
城
陽
支
部
で

は
、
党
勢
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
早
々
に
候
補

者
選
考
を
行
い
、
京
都
府
連
に
公
認
、
推
薦
候

補
者
を
申
請
し
、
京
都
府
連
で
は
、
公
認
4

名
、
推
薦
2
名
を
決
定
し
た
。
地
方
議
会
議
員

の
成
り
手
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
城
陽

支
部
は
新
人
発
掘
に
熱
心
で
あ
る
。

　
─
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
─

先
月
号
に
て
参
議
院
議
員
・
二
之
湯
武
史
後
援
会

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
ま
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
方
か

ら
ご
協
力
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
送
付

頂
け
て
な
い
方
に
は
、
引
き
続
き
後
援
会
入
会
な
ら

び
に
、
ご
紹
介
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

城
陽
市
議
選
の
公
認
、
推
薦
候
補
決
定

党
勢
拡
大
に
積
極
的
な
城
陽
支
部

城
陽
市
議
会
議
員
選
挙

公
認

谷

　

直

樹

現

公
認

小
松
原
　
一
哉

現

公
認

一

瀬
　

裕

子

現

公
認

奥

村
　

文

浩

現

推
薦

谷

村
　

浩

志

新

推
薦

平

松

　

亮

新

京
都
府
議
会
議
員
選
挙

右
京
区

北

原
　

慎

治

新

宇
治
市

久
世
郡

藤
山
　
裕
紀
子

現

荻

原
　

豊

久

新

京
都
市
会
議
員
選
挙

右
京
区

井

上
　

与

裕

新

伏
見
区

中

川
　

善

夫

新
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競技前に出場する団員と

富
山
で
全
国
消
防
操
法
大
会

南
山
城
村
消
防
団
京
都
府
代
表
と
し
て
出
場

一
、
毎
年
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
挙
が
っ
て
い

た
本
庶
佑
京
大
特
別
教
授
が
、
や
っ
と
受
賞
さ

れ
た
。
氏
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
ガ
ン
の
特

効
薬
オ
プ
ジ
ー
ボ
が
開
発
さ
れ
、
多
く
の
人
の

命
が
救
わ
れ
て
い
る
。
願
わ
く
ば
高
額
な
薬
の

値
段
が
下
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

一
、
元
横
綱
貴
乃
花
が
相
撲
界
を
引
退
し
た
。

よ
ほ
ど
我
慢
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
に
違
い

な
い
が
、
傍
目
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
真
相

は
藪
の
中
で
あ
る
。
言
え
る
こ
と
は
、
日
本
古

来
の
国
技
が
、
多
く
の
外
国
人
力
士
の
登
場
で
、

角
界
の
風
土
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
だ
。

一
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
与
党
が
推
薦
す
る
候

補
が
敗
れ
た
。
安
倍
首
相
の
3
選
が
決
ま
っ
た

直
後
だ
け
に
、
自
民
党
に
と
っ
て
負
け
ら
れ
な

い
選
挙
で
あ
っ
た
。
多
く
の
自
民
党
国
会
議
員

が
、
沖
縄
に
入
っ
た
が
、
結
果
は
惨
敗
に
近
い

票
差
で
あ
っ
た
。

一
、
政
府
は
外
国
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
を

は
か
る
方
針
を
決
め
た
。
現
業
分
野
に
若
い
人

が
魅
力
を
感
じ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
所
得
が
低

い
の
か
、
肉
体
労
働
が
嫌
な
の
か
、
そ
れ
を
明

確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
易
に
、
外
国

人
に
依
存
す
る
こ
と
は
良
く
な
い
。

一
、
大
学
卒
業
後
50
年
の
時
間
が
経
過
し
た
。

先
日
、
大
学
の
招
待
を
受
け
、
横
浜
日
吉
キ
ャ

ン
パ
ス
で
同
級
生
に
出
会
っ
た
。
教
養
時
代
2

年
間
を
過
ご
し
た
日
吉
周
辺
は
す
っ
か
り
都
会

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
我
々
の
容
貌

も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
、
2
度
に
亘
っ
て
先
延
ば
し
さ
れ
た
消
費
税

10
％
へ
の
増
税
。
安
倍
首
相
は
こ
の
ほ
ど
増
税

を
決
断
し
た
。
超
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
社
会

保
障
関
連
の
経
費
は
増
大
の
一
途
。
い
つ
ま
で

も
延
期
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
現
実
を
考
え
れ

ば
や
む
を
得
な
い
増
税
で
も
あ
る
。

前
尾
先
生
の
書
が
修
復

還
暦
前
後
の
見
事
な
作
品

全
国
消
防
操
法
大
会
は
「
消
防
団
の
甲
子

園
」
と
呼
ば
れ
、
2
年
に
1
回
開
催
さ
れ
、
各

都
道
府
県
大
会
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
47
消
防

団
が
、
ポ
ン
プ
車
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
の

2
部
門
に
分
か
れ
て
、「
速
さ
、
正
確
性
、
規

律
の
正
し
さ
」
を
競
い
合
う
大
会
で
あ
る
。
今

年
は
10
月
19
日（
金
）、
富
山
市
の
富
山
県
広

域
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
京

都
府
の
代
表
は
南
山
城
村
消
防
団
で
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
出
場
し
た
。
競
技
前
、
団
員
は
少

し
緊
張
し
て
い
た
が
、
本
番
で
は
き
び
き
び
と

し
た
態
度
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し

た
。
残
念
な
が
ら
結
果
は
25
団
中
、
15
位
に

終
わ
っ
た
。
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
自
民
党
消

防
議
連
の
一
員
と
し
て
、
消
防
団
の
充
実
、
発

展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。
消
防
団
の
応
援

団
と
し
て
、
前
日
の
激
励
交
流
会
と
、
大
会
当

日
に
も
出
席
し
、
南
山
城
消
防
団
の
激
励
を
し

た
。
南
山
城
村
か
ら
は
、
村
長
、
議
長
、
団
員

の
家
族
な
ど
、
多
く
の
村
民
が
貸
切
バ
ス
で
午

前
3
時
半
に
村
を
出
発
、応
援
に
駆
け
付
け
た
。
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24
年
1
月
の
総
選
挙
で
京
都
2
区
か
ら
衆

議
院
議
員
に
初
当
選
、
昭
和
56
年
7
月
に
逝
去

さ
れ
る
ま
で
中
央
政
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
た

前
尾
繁
三
郎
先
生
を
知
る
人
は
少
な
く
な
っ

て
き
た
。
先
生
は
宮
津
市
生
ま
れ
で
、
衆
議
院

議
長
は
じ
め
、
党
、
内
閣
の
多
く
の
役
職
を
歴

任
さ
れ
た
。
教
養
人
で
あ
り
、
政
界
随
一
の
読

書
家
と
言
わ
れ
、
書
道
に
も
優
れ
て
い
た
。
昔

の
政
治
家
は
、
書
の
上
手
な
人
が
多
く
、
選
挙

区
内
の
集
会
所
に
は
、
政
治
家
の
額
が
掛
け
ら

れ
て
い
た
。
前
尾
先
生
の
書
も
多
く
の
集
会
所

に
今
も
見
ら
れ
る
。
先
生
の
生
家
の
近
く
に
あ

る
浪
花
会
館
に
墨
痕
鮮
や
か
な
横
額
が
掛
け

ら
れ
て
い
た
が
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
傷

み
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
た
。
昨
年
の
10
月
、
浪

花
会
館
で
衆
議
院
選
挙
の
個
人
演
説
会
が
あ

り
、
二
ノ
湯
議
員
も
登
壇
し
た
。
先
生
の
書
を

見
た
二
ノ
湯
議
員
が
、
前
尾
先
生
の
秘
書
を
務

め
た
私
が
必
ず
修
復
す
る
と
席
上
で
約
束
。
そ

の
後
、
1
年
近
く
の
時
間
が
経
過
し
た
が
、
前

尾
先
生
の
甥
で
あ
る
塩
崎
武
男
氏
の
援
助
で
、

先
生
の
書
が
見
事
に
修
復
し
た
。
横
額
の
裏
に

掛
軸
も
見
つ
か
っ

た
。
い
ず
れ
も
先
生

の
還
暦
前
後
の
作

品
で
あ
る
。
前
尾
先

生
の
見
事
な
能
筆

に
感
心
す
る
と
も

に
、
今
の
政
治
家
も

少
し
は
書
道
の
勉

強
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
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